
１　学習の目標

２　身に付けてほしい力

３　学習評価（評価規準と評価方法）

４　先生からのアドバイス（予習・復習の方法、授業の受け方など）

主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

　さまざまな人々と協働し、よりよ
い社会の構築に向けて、課題の解決
に主体的に取り組んだり、振り返っ
て改善したりして、地域社会に参画
しようとするとともに、自分や家
庭、地域の生活を想像し、実践しよ
うとしている。

○学習活動の状況
○実習・ワークシートへの取り組み

評
価
の
方
法

　人間の生涯にわたる発達と生活の
営みを総合的に捉え、家族・家庭の
意義、家族・家庭と社会との関わり
について理解を深め、生活を主体的
に営むために必要な家族・家庭、衣
食住、消費や環境などについて理解
しているとともに、それらにかかわ
る技能を身につけている。

○定期考査
○作品提出
○レポート提出

　生涯を通して、家庭や地域及び社
会における生活の中から問題を見い
だして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察した
ことを根拠に基づいて理論的に表現
するなどして課題を解決する力を身
につけている。

○レポート提出
○作品提出
○定期考査

教科 家庭

評価
の
観点

知識および技能 思考力・判断力・表現力

３年

履修形態 必修
単位数 2

履修年次 １年 ２年

科目 家庭基礎

1  授業中の発問に積極的に答える姿勢は、「関心・意欲・態度」の面で評価します。また、理解できないところは
　 質問するようにしましょう。
2　実験・実習は目的を理解し真面目に取組み、レポート（プリント）や作品は必ず期限までに提出することが基本
   です。他の課題も期限を守りましょう。
3　課題やプリントは自分の頭で考え、自分の言葉で書くことが重要です。書いた内容は「思考・判断」として、書
   くことそのものは「技能・表現」として評価されます。
4　授業では黒板に書かれたことの他、担当教諭の話した内容もメモをとるようにすると良いでしょう。
5　定期考査は授業内容を中心に出題します。授業には集中して取り組みましょう。

・家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ、家族や家庭生活のあり方、子どもと高齢者の生活と福
祉、生活の自立のための衣食住や消費生活・環境などの基礎的な知識・技術を身につける。
・生活課題を主体的に解決し、生活の充実向上を図る力と実践的な態度を身につける。

○ 規律やルールを守り、目標を追求する行動力 ○ 多様な価値を認め、他者と助け合う友愛力

○ 学びの価値を重んじる思考力 ○ あきらめずに最後までやり通す忍耐力

教科書 図説　家庭基礎 副教材等



4

月

　高齢社会を支えるしくみ

第６章　衣生活をつくる

　健康で安全な衣服

　５大栄養素

　調理の基本

被服製作実習

調理の理論やコツを学習する

年間授業計画

前
期

第１章　自分らしい生き方と家族

　これからの人生をデザインする

　青年期を生きる

　生活を支える労働

　変化や課題

子育ての意義について理解する

福祉に関する活動と社会的問題について

高齢社会の現状と課題について

　生活時間から見えてくるもの

　家族・家庭を取り巻く社会環境の

　親になることを考えよう

　子どもを守る法律・制度

オリエンテーション

学習内容・目標（到達点）単元

これからの介護と課題について考える

　高齢者のサポートと介護の心

　子どもと遊び

食生活・衣生活について理解を深める

評価の観点
① ② ③

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

評価資料・方法

レポート

実習

ワークシート

ワークシート

レポート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

レポート

第３章　高齢者とかかわる

　家族に関する法律の理念と変化

　子どもの誕生・からだの発達

　社会の一員としての私たちの役割

　共に生きるために

　社会保険制度－公助－

現在の家族の抱える課題などを多角的に

理解する

法律の理念や現在の動きについて理解する

身体の成長の流れと特徴を理解する

子どものものの見方・感じ方を理解する　運動機能の発達と知的発達

　子どもの食生活・衣生活

第２章　子どもとかかわる

第９章　消費行動を考える

　手縫い・ミシンの使い方

快適で安全な衣服について学習する

環境に配慮した衣生活について学習する

レポート

ワークシート

レポート

レポート

ワークシート

レポート

ワークシート

レポート

実習

問題商法や，解決方法について理解する

消費生活にかかわる法律・制度を理解する

支払い方法や多重債務について学習する

近年の消費者運動や関連の法律を学習する

　多様化する販売方法と問題商法

　消費者を守る制度

　多様化する支払い方法

　消費者の権利と責任

後
期

「契約」について学ぶ

第５章　食生活をつくる

　契約と主体的な消費行動

第８章　経済的に自立する

　社会と家計の変化

　長期的な経済計画を立てる

　持続可能な衣生活をつくる

　日々の収入・支出を把握する

　私たちの食生活と健康

　－互助・共助－

第４章　社会とかかわる

食生活の変化と問題点について学習する

栄養とからだのつながりを理解する

家計の構成（収入・支出）を学習する

現代の家計の特徴について学習する

生涯を見通した経済計画と管理を学習する

生活設計と生活資源の重要性について

福祉の考え方を理解する

社会保障制度とその目的について学ぶ

互助・共助の重要性とボランティア活動

の意義について理解できる

自立について理解し，自覚できる

職業について理解する

共働きを支える社会的支援の必要性

遊びの意義と形態を理解する


